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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
９
８
回
死
ん
で
、
ま
た
転
生
し
て
し
ま
っ
た
主
人
公
。
可
愛
い
魔
法
少
女
の
妹

イ
リ
ヤ
と
魔
法
使
い
の
姉
ユ
ー
リ
の
物
語
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原
作
開
始
前
　
第
四
次
聖
杯
戦
争
編

１
話
　
９
８
回
目
の
死
と
９
９
回
目
の
生
と
初
め
て
の
妹

　　
草
木
が
焼
け
る
臭
い
が
す
る
と
思
っ
て
外
に
出
た
の
が
私
の
運
の
尽
き
だ
っ

た
。

超
可
燃
性
オ
イ
ル

聖
杯
の
泥
　
ア
ン
リ
・
マ
ユ

　
坂
の
上
か
ら
大
量
の

が
す
ぐ
近
く
ま
で
流
れ
て
き
て
い
た
。

超
可
燃
性
オ
イ
ル

聖
杯
の
泥
　
ア
ン
リ
・
マ
ユ

す
で
に
逃
げ
場
は
な
く
私
は

に
焼
か
れ
た
。

　
ま
ず
、
自
己
紹
介
し
て
お
こ
う
。
私
は
転
生
者
だ
。

　
今
死
ん
だ
が
こ
れ
で
７
回
転
生
し
て
い
る
。

　
１
回
目
は
、
ｆ
ａ
ｔ
ｅ
／
Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ
で
雨
生
龍
之
介
に
人
間
オ
ル
ガ
ン
に
さ
れ

て
、
ラ
イ
ダ
ー
達
に
生
き
て
い
る
状
態
（
キ
ャ
ス
タ
ー
の
魔
術
）
で
火
葬
。

　
２
回
目
は
、
月
聖
杯
戦
争
で
Ｋ
ａ
ｌ
ｅ
ｉ
ｄ
ｏ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
の
イ
リ
ヤ
ス

フ
ィ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ア
イ
ン
ツ
ベ
ル
ン
を
召
喚
、
決
勝
で
岸
波
白
野
（
女
）
に

主
人
公
補
正
で
負
け
て
消
滅
。
裏
側
で
は
ア
ル
ダ
ー
エ
ゴ
に
イ
リ
ヤ
も
ろ
と
も

消
滅
。

　
３
回
ｍ
…
「
一
応
、
９
８
回
目
な
」
ま
あ
、
神
様
が
言
っ
た
通
り
こ
ん
な
に
転

生
し
た
９
８
回
前
な
ん
て
覚
え
な
い
ね
。

「
ま
た
、
転
生
だ
が
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
。
ｆ
ａ
ｔ
ｅ
／
シ
リ
ー
ズ
ど
れ
か
の

ア
イ
ン
ツ
家
に
転
生
し
て
も
ら
う
」

衛
宮
ア
イ
ン
ツ

　
な
ん
…
だ
と
…

家
…
だ
と
。
主
人
公
一
家
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
…
イ
ヤ

ダ
ァ
ァ
ァ
ァ
!!!
‼
Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ
主
人
公
の
切
嗣
に
Ｓ
ｔ
ａ
ｙ
　
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
主
人

公
の
士
郎
、
Ｋ
ａ
ｌ
ｅ
ｉ
ｄ
ｏ
　
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
プ
リ
ズ
マ
☆
イ
リ
ヤ
の
イ
リ
ヤ
ス

フ
ィ
ー
ル
が
い
る
。
メ
イ
ド
か
セ
ラ
、
リ
ー
ゼ
リ
ッ
ト
の
妹
か
も
し
く
は
聖
杯
に

…「
い
や
、
そ
こ
は
大
丈
夫
だ
。
衛
宮
切
嗣
と
ア
イ
リ
ス
フ
ィ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ア
イ

ン
ツ
ベ
ル
ン
の
子
だ
」

　
小
聖
杯
確
定
で
す
か
…
（
泣
）

「
時
間
無
い
か
ら
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

衛
宮
ア
イ
ン
ツ

　
何
故
、

家
な
の
か
聞
け
ず
、
ア
イ
リ
ス
フ
ィ
ー
ル
に
飲
み
込
ま
れ
た
の

だ
っ
た
。
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そ
れ
か
ら
、
よ
う
や
く
出
れ
た
け
ど
助
産
婦
メ
イ
ド
が
「
２
０
０
０
年
７
月
２

１
日
ユ
ー
リ
ス
フ
ィ
ー
ル
お
嬢
様
誕
生
」

　
そ
の
後
、
１
歳
で
令
呪
が
現
れ
、
歴
代
最
小
年
マ
ス
タ
ー
に
な
り
約
２
年
で
第

六
魔
法
生
み
出
し
た
。
多
分
、
こ
れ
が
９
９
回
の
転
生
の
中
で
蓄
え
ら
れ
た
魔
術

の
知
識
が
も
た
ら
し
た
奇
跡
で
あ
る
と
思
う
。

　
魔
法
開
発
中
に
ア
イ
リ
さ
ん
…
マ
マ
の
お
腹
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
。
こ
れ

が
イ
リ
ヤ
だ
ろ
う
、
多
分
。

「
ね
え
ね
え
、
ユ
ー
リ
い
つ
お
姉
さ
ん
に
な
れ
る
の
?
」

「
そ
れ
は
、
わ
か
ら
な
い
わ
。
立
派
な
お
姉
さ
ん
に
な
る
た
め
に
パ
パ
と
一
緒
に

寝
れ
る
?
」

「
で
き
る
!
」

「
そ
れ
じ
ゃ
、
今
日
は
遅
い
か
ら
寝
よ
う
か
」

「
う
ん
」
っ
と
言
っ
た
私
を
切
嗣
…
パ
パ
が
抱
っ
こ
す
る
。
マ
マ
も
立
と
う
す
る

と
苦
し
そ
う
に
倒
れ
て
し
ま
う
。
パ
パ
は
急
い
で
私
を
降
ろ
し
て
マ
マ
に
駆
け

寄
る
。

「
ア
イ
リ
、
大
丈
夫
か
い
」

「
キ
リ
ツ
グ
、
ご
め
ん
な
さ
い
。
ラ
イ
ラ
さ
ん
呼
ん
で
」

　
こ
こ
か
ら
メ
イ
ド
達
は
、
大
忙
し
だ
っ
た
。
日
日
を
ま
た
い
で
少
し
た
ち
工
房

の
扉
が
行
き
よ
い
よ
く
開
く
。

「
キ
リ
ツ
グ
様
、
ユ
ー
リ
様
、
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
‼
」

　
セ
ラ
が
息
を
切
ら
し
な
が
ら
入
っ
て
く
る
。

　
７
月
２
０
日
イ
リ
ヤ
ス
フ
ィ
ー
ル
が
生
れ
た
て
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２
話
　
英
霊
召
喚
　
ラ
ン
サ
ー
（
黒
ウ
サ
ギ
）
ス
テ
ー
タ
ス

　　
イ
リ
ヤ
が
生
ま
れ
て
１
年
と
６
ヶ
月
に
な
り
聖
杯
戦
争
に
向
け
て
触
媒
を
探

し
て
い
た
。

「
ヘ
ラ
ク
レ
ス
…
魔
力
足
り
な
い
な
…
」

　
私
は
今
、
ア
イ
ン
ツ
ベ
ル
ン
の
宝
物
庫
に
触
媒
を
探
し
に
来
て
い
た
。
中
に
は

隕
石
や
魔
力
を
帯
び
た
道
具
、
英
雄
達
が
使
っ
た
武
具
が
保
管
さ
れ
て
い
た
。

「
な
に
こ
れ
、
髪
の
毛
?
」

　
和
風
の
箱
を
開
け
る
と
束
ね
た
髪
が
入
っ
て
い
た
。
面
白
い
効
果
が
あ
っ
て
、

気
持
ち
が
高
ぶ
る
と
緋
色
に
代
わ
り
沈
ん
だ
気
持
ち
に
な
る
と
青
色
に
戻
る
性

質
が
あ
る
。
私
は
こ
の
面
白
い
髪
の
毛
を
触
媒
に
決
め
た
の
だ
っ
た
。

　　
数
日
後
…

「
抑
止
の
輪
よ
り
来
た
れ
、
天
秤
の
守
り
手
よ
!
」

魔
力
の
風

エ
ー

テ

ル

魔
力
の
風

エ
ー

テ

ル

が
吹
き
荒
れ
そ
し
て

が
や
む
と
そ
こ
に
は
、
１
５
、
６
歳
位

の
綺
麗
な
緑
色
の
瞳
持
っ
た
金
髪
の
少
女
が
い
た
。

「
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
、
セ
イ
バ
ー
。
召
喚
の
招
き
に
従
い
参
上
し
た
。
貴
方
が
私
の

マ
ス
タ
ー
か
?
」

「
あ
、
あ
あ
、
僕
が
君
の
マ
ス
タ
ー
だ
」

　
あ
あ
、
パ
パ
も
マ
マ
も
ア
ー
サ
ー
王
が
女
性
だ
っ
た
た
め
少
し
焦
っ
て
い
る
。

落
ち
着
い
た
あ
と
、
マ
マ
が
セ
イ
バ
ー
を
連
れ
て
工
房
を
出
て
い
き
、
英
雄
召
喚

の
準
備
を
始
め
る
。

「
召
喚
を
し
ま
す
」　

　
魔
術
使
う
た
め
に
必
要
な
魔
術
回
路
に
魔
力
を
通
し
召
喚
の
た
め
の
詠
唱
を

始
め
る
。

「
素
に
銀
と
鉄
。

　
礎
に
意
思
と
契
約
の
大
公
。

　
降
り
立
つ
風
に
は
壁
を

　
四
方
の
門
は
閉
じ

　
王
冠
よ
り
出
で

　
王
国
に
至
る
三
叉
路
は
循
環
せ
よ
。
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閉
じ
よ

み

た

せ

。

閉
じ
よ

み

た

せ

。

閉
じ
よ

み

た

せ

。

閉
じ
よ

み

た

せ

。

閉
じ
よ

み

た

せ

。

　
繰
り
返
す
つ
ど
に
五
度

　
た
だ
、
満
た
さ
れ
る
刻
を
破
却
す
る
」

　
令
呪
が
光
だ
し
魔
術
回
路
に
流
れ
る
魔
力
多
く
な
る
。

「
告
げ
る

　
汝
の
身
は
我
が
下
に

　
我
が
命
運
は
汝
の
剣
に

　
聖
杯
の
寄
る
べ
に
従
い

　
こ
の
意
こ
の
理
に
従
う
な
ら
ば
応
え
よ
」

　
魔
術
回
路
に
流
れ
る
魔
力
が
多
す
ぎ
て
体
が
悲
鳴
を
あ
げ
る
。

「
誓
い
を
此
処
に
。

　
我
は
常
世
総
て
の
善
と
成
る
者
。

　
我
は
常
世
総
て
の
悪
を
敷
く
者
。

　
汝
三
大
の
言
霊
を
纏
う
七
天

　
抑
止
の
輪
よ
り
来
た
れ
、
天
秤
の
守
り
手
よ
!
」

　
魔
術
回
路
で
練
ら
れ
た
魔
力
が
魔
方
陣
に
持
っ
て
い
か
れ
る
、
そ
れ
と
同
時
に

魔
力
の
風

エ
ー

テ

ル

に
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
が
い
つ
ま
で
待
っ
て
も
痛
み
が
来
な
か
っ
た
の

で
お
そ
る
お
そ
る
目
を
開
け
る
と
１
７
、
８
歳
位
の
ウ
サ
耳
少
女
が
い
た
。

「
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
、
ラ
ン
サ
ー
と
し
て
召
喚
さ
れ
ま
し
た
。

　
貴
女
様
が
私
の
マ
ス
タ
ー
で
す
か
?
」

　
は
ぁ
?
バ
ニ
ー
ガ
ー
ル
の
英
霊
だ
と
。
負
け
る
ｋ

　　
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
ス
テ
ー
タ
ス

【
原
典
】
月
の
兎
、
問
題
児
シ
リ
ー
ズ

【
ク
ラ
ス
】
ラ
ン
サ
ー

【
マ
ス
タ
ー
】
ユ
ー
リ
ス
フ
ィ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ア
イ
ン
ツ
ベ
ル
ン

【
真
名
】
玉
兎
（
黒
ウ
サ
ギ
）
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【
性
別
】
女

【
身
長
・
体
重
】
??
ｃ
ｍ
・
??
ｋ
ｇ

【
属
性
】
中
立
・
善

【
ス
テ
ー
タ
ス
】
筋
力
Ｂ
　
耐
久
Ｃ
　
敏
捷
Ａ
＋
＋
＋

　
魔
力
Ａ
＋
　
幸
運
Ｄ
　
宝
具
Ａ
＋
＋
＋

【
ク
ラ
ス
別
ス
キ
ル
】

　
対
魔
力
：
Ｂ

【
固
有
ス
キ
ル
】

　
魔
力
放
出
：
Ａ

　
：
ラ
ン
サ
ー
の
感
情
（
嬉
し
い
や
怒
り
）
に
よ
り
髪
の
毛
の
色
が
緋
色
（
ピ
ン

ク
）
に
変
わ
る
の
は
、
こ
の
ス
キ
ル
に
よ
る
も
の
。
怒
り
が
最
大
に
な
る
と
周
り

に
も
漏
れ
出
す
。
生
ま
れ
つ
き
の
た
め
か
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
な
い
。

　
言
語
理
解
：
Ｅ
Ｘ

　
：
兎
以
外
の
生
き
物
や
一
部
の
幻
想
種
と
の
会
話
が
可
能
。

　
魅
了
：
Ｃ

　
：
一
部
の
老
若
男
女
を
虜
に
す
る
。
た
だ
し
、
弄
ら
れ
る
。
幸
運
ラ
ン
ク
が
低

い
の
は
こ
の
ス
キ
ル
に
よ
る
も
の
。

　
月
の
主
権
：
ー

月
神
神
殿

チ
ャ
ン
ド
ラ
・
マ
ハ
ー
ル

　
：
宝
具
『

』
の
使
用
許
可
の
ス
キ
ル
。

　
軍
神
の
加
護
：
ー

　
：
軍
神
　
帝
釈
天
の
宝
具
が
使
用
許
可
の
ス
キ
ル
。

【
宝
具
】

『
力
を
与
え
る
勝
利
の
槍
（
ブ
ラ
フ
マ
ー
ス
ト
ラ
・
レ
プ
リ
カ
）』

　
宝
具
ラ
ン
ク
：
Ａ
　

　
種
類
区
分
：
武
器
・
白
兵
　
能
力
　

　
発
動
区
分
：
常
時
　
対
象
区
分
：
対
人
宝
具
　

　
：
相
手
を
倒
す
力
を
受
け
る
宝
具
。
相
手
に
か
す
っ
た
だ
け
で
相
手
を
倒
す

チ
ー
ト
宝
具
。

『
絶
対
な
る
勝
利
の
槍
（
ブ
ラ
フ
マ
ー
ス
ト
ラ
）』

　
宝
具
ラ
ン
ク
：
Ａ
＋
＋
　
種
類
区
分
：
武
器
・
射
出

　
発
動
区
分
：
単
発
　
対
象
区
分
：
対
軍
宝
具
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レ
ン
ジ
：
１
〜
５
０

　
：
本
来
の
力
を
持
つ
状
態
で
放
っ
た
も
の
。
第
六
宇
宙
速
度
（
要
は
光
速
）
で

来
る
。
範
囲
外
で
も
か
す
れ
ば
相
手
を
倒
す
チ
ー
ト
宝
具
。
一
度
の
戦
闘
で
一

度
だ
け
放
つ
事
が
で
き
る
、
そ
の
た
め
単
発
。

『
月
神
神
殿
（
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
マ
ハ
ー
ル
）』

　
宝
具
ラ
ン
ク
：
Ａ
＋
＋
＋
　
種
類
区
分
：
特
殊

　
発
動
区
分
：
特
殊
　
対
象
区
分
：
対
軍
宝
具
　

　
レ
ン
ジ
：
１
〜
９
９
　

　
：
玉
兎
達
の
故
郷
、
月
へ
強
制
的
に
連
れ
て
来
る
宝
具
。
酸
素
の
調
整
は
ラ
ン

サ
ー
が
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ラ
ン
サ
ー
最
強
宝
具
。

　
む
し
ろ
負
け
る
気
が
し
な
い
。

「
こ
の
戦
い
我
々
の
勝
利
だ
!
」

　
パ
パ
と
ラ
ン
サ
ー
に
変
な
目
で
見
ら
れ
た
…
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３
話
　
前
世
ぶ
り
日
本
へ
帰
っ
て
来
た

　　
私
は
現
在
、ア
イ
ン
ツ
ベ
ル
ン
私
用
飛
行
機
の
中
に
ラ
ン
サ
ー
、セ
イ
バ
ー
、マ

マ
、
イ
リ
ヤ
と
共
に
い
る
。

　
あ
、
あ
と
ア
イ
ン
ツ
ベ
ル
ン
９
代
当
主
に
な
り
ま
し
た
。
え
、
ア
ハ
ト
御
爺
様

?
私
に
当
主
証
を
渡
し
た
ら
、
ポ
ッ
ク
リ
死
に
ま
し
た
。
医
療
メ
イ
ド
に
よ
る
と

老
衰
だ
そ
う
で
す
。

『
皆
様
、
残
り
１
０
分
程
で
着
陸
い
た
し
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
ご
着
用
お
願

い
た
し
ま
す
』

　
お
よ
そ
１
２
時
間
の
空
の
旅
は
終
わ
り
、
迎
え
の
車
に
乗
っ
て
、
私
達
は
冬
木

へ
向
か
っ
た
。

　　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
切
嗣

　
僕
は
、
妻
の
ア
イ
リ
達
よ
り
半
日
早
く
冬
木
に
来
て
い
た
。
部
下
の

久
宇
　
舞
弥

ひ

さ

う
　
ま

い

や

に
会
う
た
め
だ
。

　
と
あ
る
ホ
テ
ル
に
入
り
舞
弥
の
部
屋
を
聞
き
、
僕
と
ア
イ
リ
、
舞
弥
し
か
わ
か

ら
な
い
ノ
ッ
ク
を
し
、
開
け
て
も
ら
う
。
部
屋
の
ベ
ッ
ド
の
上
に
は
懐
か
し
い
仕

事
用
具
の
入
っ
た
鞄
と
ユ
ー
リ
の
魔
術
礼
装
が
入
っ
た
鞄
が
お
い
て
あ
っ
た
。

「
約
９
年
以
来
で
す
が
不
備
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

　
他
の
鞄
よ
り
小
さ
な
木
製
の
鞄
に
入
っ
て
い
た
、
僕
が
愛
用
の
し
て
い
る
銃

『
ト
ン
プ
ソ
ン
・
コ
ン
テ
ン
ダ
ー
』。
手
に
持
つ
こ
と
で
わ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

ユ
ー
リ
と
イ
リ
ヤ
が
こ
の
銃
よ
り
軽
い
こ
と
に
涙
が
出
て
き
て
し
ま
う
。

「
落
ち
着
き
ま
し
た
か
」

「
あ
あ
、
す
ま
な
い
舞
弥
」

「
こ
ち
ら
、
昨
日
の
遠
坂
邸
の
様
子
で
す
」

　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ユ
ー
リ

　
冬
木
へ
向
か
う
途
中
、
車
の
窓
を
開
け
て
い
る
と
ガ
ラ
ス
で
作
ら
れ
た
よ
う
な

蝶
が
入
っ
て
き
た
。
そ
の
蝶
は
私
の
指
に
泊
ま
り
舞
弥
さ
ん
が
偵
察
に
出
し
て

か
ら
の
記
憶
が
流
れ
て
き
た
。

　
ア
サ
シ
ン
の
ザ
イ
ー
ド
さ
ん
が
Ａ
Ｕ
Ｏ
の
バ
ビ
ロ
ー
ン
で
リ
ン
チ
に
さ
れ
て

い
た
。
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そ
れ
以
外
の
有
益
な
情
報
は
な
か
っ
た
。

　
マ
マ
は
、
外
を
見
て
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。
精
神
年
齢
約
９
０
０
歳
だ
と
そ
の

無
知
な
瞳
が
眩
し
い
。
セ
イ
バ
ー
が
車
を
止
め
て
、
冬
木
市
探
索
（
と
言
う
名
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
）
を
始
め
て
い
た
。

　　
夕
方
に
近
づ
い
て
き
た
の
で
マ
マ
と
別
れ
て
舞
弥
さ
ん
か
ら
私
の
礼
装
を
も

ら
い
冬
木
大
橋
の
下
ま
で
来
て
い
た
。

　
み
ん
な
も
気
づ
い
た
と
思
う
。
こ
れ
よ
り
、
雨
生
陣
営
を
潰
し
に
行
き
ま
す
。

　
一
話
で
私
は
、
何
回
か
前
の
転
生
で
キ
ャ
ス
タ
ー
　
ジ
ル
・
ド
・
レ
ェ
の
マ
ス

雨
生
　
龍
之
介

う
り
ゅ
う
　
り
ゅ
う
の
す
け

タ
ー

に
人
間
オ
ル
ガ
ン
に
さ
れ
た
事
が
あ
る
。

〈
ラ
ン
サ
ー
。
相
手
の
工
房
内
で
キ
ャ
ス
タ
ー
と
戦
う
事
に
な
り
そ
う
だ
け
ど
、

勝
て
る
〉
※
念
話
で
す
。

〈
相
手
が
宝
具
を
解
放
す
る
前
に
倒
せ
れ
ば
勝
て
ま
す
け
ど
〉

　
彼
ら
の
工
房
に
入
る
と
タ
コ
と
ヒ
ト
デ
を
混
ぜ
た
よ
う
な
生
物
　
海
魔
（
低

級
）
が
現
れ
る
。

「
マ
ス
タ
ァ
ァ
ァ
ァ
!!!
私
を
助
け
て
く
だ
さ
い
‼
」

「
あ
、
う
ん
。
頑
張
れ
」

　
幸
運
Ｄ
＋
魅
了
＝
触
手
プ
レ
イ
と
は
エ
ロ
い
な
、
さ
す
が
『
槍
兵
の
英
霊
（
Ｒ

…
言
わ
せ
る
か
!!!
」
を
最
後
に
ラ
ン
サ
ー
は
海
魔
に
飲
み
込
ま
れ
た
。

「
ラ
ン
サ
ー
が
死
ん
だ
!
」

「
生
き
て
ま
す
よ
、
こ
の
人
で
な
し
!
」

　
そ
の
後
、
ラ
ン
サ
ー
の
ペ
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
が
私
の
頭
に
も
炸
裂
し
た
。

8



４
話
　
マ
ッ
ド
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
マ
ッ
ド
キ
ャ
ス
タ
ー

　　
地
下
貯
水
槽
で
栗
毛
の
青
年
は
、
青
髪
の
少
年
の
体
に
ボ
ル
ト
を
打
ち
込
み
狂

気
の
作
品
を
作
っ
て
い
た
。

「
よ
し
、
完
璧
。
ん
、
お
か
え
り
旦
那
」

　
旦
那
と
呼
ば
れ
た
男
は
何
も
な
い
場
所
か
ら
現
れ
た
事
か
ら
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト

だ
ろ
う
。
し
か
し
男
は
無
言
の
ま
ま
青
髪
の
少
年
の
頭
を
掴
み
、
紅
い
花
を
咲
か

せ
る
。

「
お
の
れ
、
今
だ
神
は
ジ
ャ
ン
ヌ
の
魂
を
束
縛
し
た
ま
ま
放
さ
な
い
」

「
ジ
ャ
ン
ヌ
っ
て
あ
の
『
聖
処
女
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
』
が
水
晶
玉
で
見
て
い
た
彼

女
な
の
」

「
そ
う
で
す
‼
龍
之
介
。
忌
ま
わ
し
き
神
か
ら
ジ
ャ
ン
ヌ
を
解
放
す
る
為
に
更
な

る
背
徳
を
冒
涜
を
得
心
の
生
け
贄
を
山
と
積
み
上
げ
る
べ
し
‼
」

　
突
然
、
地
下
貯
水
槽
全
体
に
キ
ャ
ス
タ
ー
が
付
け
た
感
知
魔
術
の
警
報
が
鳴
り

響
く
。

ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ

ク

ラ

フ

ト

「

『
爆
炎
弾
２
連
　
轟
風
弾
２
連
』」

　
ル
ビ
ー
と
エ
メ
ラ
ル
ド
が
二
個
ず
つ
投
げ
ら
れ
、
宝
石
に
溜
め
込
ま
れ
た
魔
力

が
混
じ
る
。

炎
色
の
荒
嵐

ロ
ー
タ
ー
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム

『

』

　
キ
ャ
ス
タ
ー
が
防
衛
用
に
生
み
出
し
た
、
タ
コ
型
海
魔
達
は
灰
に
な
り
防
御
用

召
喚
魔
術
ご
と
破
壊
さ
れ
る
。

「
お
の
れ
、
小
娘
と
畜
生
ご
と
き
が
」

「
貴
方
は
、
こ
こ
で
倒
し
ま
す
」

　
ラ
ン
サ
ー
の
手
に
電
気
を
纏
っ
た
黄
金
の
槍
が
現
れ
神
々
し
い
魔
力
が
溢
れ
、

宝
具
が
解
放
さ
れ
る
。

力
を
与
え
る
勝
利
の
槍

ブ
ラ
フ
マ
ー
ス
ト
ラ
・
レ
プ
リ
カ

「（
英
霊
の
）
座
で
反
省
な
さ
い
『

』」

　
真
名
を
解
放
し
た
ブ
ラ
フ
マ
ー
ス
ト
ラ
・
レ
プ
リ
カ
は
キ
ャ
ス
タ
ー
の
腹
部
に

刺
さ
り
、
勝
利
と
言
う
概
念
が
巡
り
キ
ャ
ス
タ
ー
の
霊
核
が
破
壊
さ
れ
る
。

「
お
の
…
れ
…
」

　
魔
力
粒
子
に
な
り
始
め
、「
旦
那
ァ
‼
」
と
叫
び
な
が
ら
龍
之
介
は
キ
ャ
ス
タ
ー

に
近
づ
き
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「
り
ゅ
、
龍
之
介
…
貴
方
に
会
え
て
…
た
…
」

　
キ
ャ
ス
タ
ー
は
最
後
ま
で
言
い
切
る
前
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。

「
あ
り
が
と
う
、
旦
那
…
」

　
そ
の
後
、
突
入
し
て
き
た
警
察
に
捕
ま
り
。
マ
ッ
ド
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
刑
務
所

か
ら
出
て
く
る
こ
と
は
一
生
無
か
っ
た
。

　　
キ
ャ
ス
タ
ー
消
滅
か
ら
１
時
間
後

　
切
嗣
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

　
ア
イ
リ
達
と
別
れ
て
か
ら
コ
ン
テ
ナ
置
き
場
で
正
規
の
ラ
ン
サ
ー
途
中
で
乱

入
し
て
き
た
ラ
イ
ダ
ー
　
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
と
ア
ー
チ
ャ
ー
、
そ
し
て
セ
イ
バ
ー
に

異
様
な
執
着
を
持
つ
バ
ー
サ
ー
カ
ー
が
現
れ
た
。

　
前
線
を
離
れ
た
僕
は
、
冬
木
協
会
の
前
に
来
て
い
た
。

　
少
し
す
る
と
爆
走
車
が
僕
の
前
に
止
ま
り
、
中
か
ら
恐
怖
で
号
泣
す
る
イ
リ
ヤ

を
抱
っ
こ
し
た
ア
イ
リ
と
顔
が
真
っ
青
な
セ
イ
バ
ー
が
降
り
て
き
た
。

「
お
待
た
せ
、
キ
リ
ツ
グ
」

「
マ
ス
…
ウ
プ
…
お
ま
た
…
ウ
…
し
た
…
」

　
さ
す
が
の
最
優
の
英
霊
も
ア
イ
リ
の
運
転
は
ひ
ど
く
、
虹
色
の
物
質
を
出
し
て

い
た
。

「
二
度
と
ア
イ
リ
が
運
転
す
る
車
は
乗
り
ま
せ
ん
…
」

　
協
会
の
中
に
入
る
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
、
セ
イ
バ
ー
の
体
調

の
せ
い
で
。

　
つ
い
で
に
ユ
ー
リ
が
来
る
ま
で
僕
が
あ
や
し
て
も
イ
リ
ヤ
が
泣
き
止
ま
な
く

て
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

「
マ
マ
、
パ
パ
お
待
た
せ
」

「
ね
ー
ね
だ
」

「
ユ
ー
リ
を
見
た
だ
け
で
イ
リ
ヤ
が
泣
き
止
ん
だ
、
だ
と
…
」
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５
話
　
麻
婆
覚
醒

　　
切
嗣
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

赤
ロ
ー
ト

「
何
か
用
か
ね
、
セ
イ
バ
ー
の
マ
ス
タ
ー
そ
れ
と

ラ
ン
サ
ー
の
マ
ス
タ
ー
」

黒
ブ
ラ
ッ
ク

　
※
ラ
ン
サ
ー
が
２
体
の
た
め
輝
く
顔
の
デ
ィ
ル
ム
ッ
ト
が

ラ
ン
サ
ー
。

　
ま
だ
、
回
復
し
な
い
セ
イ
バ
ー
を
ア
イ
リ
に
任
せ
、
前
回
と
今
回
の
聖
杯
戦
争

言
峰
　
綺
礼

こ
と
み
ね
　
き
れ
い

言
峰
　
璃
正

こ
と
み
ね
　
り
せ
い

監
督
役
及
び
ア
サ
シ
ン
の
マ
ス
タ
ー
　

の
父
　

だ
。

「
あ
あ
、
聖
杯
戦
争
の
一
時
中
止
を
願
い
た
い
」

「
何
?
」

「
は
い
。
お
爺
さ
ん
は
、
前
の
戦
争
も
監
督
役
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
我
々
、
ア
イ

復
讐
者

ア
ベ
ン
ジ
ャ
ー

ン
ツ
ベ
ル
ン
は
前
回
、
エ
ク
ス
ト
ラ
ク
ラ
ス
・
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
　

　

こ
の
世
全
て
の
悪

ア

ン

リ
・

マ

ユ

と
言
う
英
霊
を
召
喚
し
ま
し
た
」

　
監
督
役
は
思
い
出
す
ふ
り
を
し
て
「
あ
あ
、
４
日
で
脱
落
し
た
」
と
言
う
。

「
そ
れ
で
先
日
、
先
代
　
８
代
目
頭
首
　
ユ
ー
ブ
ス
タ
ク
ハ
イ
ト
が
遺
し
た
三
次

聖
杯
戦
争
の
資
料
に
よ
る
と
聖
杯
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
」

　
ユ
ー
リ
は
鞄
か
ら
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
入
っ
た
資
料
を
監
督
役
に
渡
し
、
資
料

を
読
ん
だ
監
督
役
は
目
が
飛
び
出
し
そ
う
な
位
驚
い
て
い
た
。

「
よ
か
ろ
う
、
聖
杯
戦
争
の
一
時
中
止
を
受
託
し
よ
う
、
キ
ャ
ス
タ
ー
討
伐
後
に
監

督
権
限
を
使
お
う
」

「
キ
ャ
ス
タ
ー
な
ら
僕
の
娘
と
ラ
ン
サ
ー
が
殺
っ
た
。
マ
ス
タ
ー
の
方
は
既
に
ブ

タ
箱
の
中
だ
」

　
ユ
ー
リ
は
キ
ャ
ス
タ
ー
討
伐
の
証
と
し
て
追
加
令
呪
を
貰
い
合
計
７
画
を

も
っ
た
。

遠
坂
　
時
臣

と
お
さ
か
　
と
き
お
み

「
調
査
の
た
め

に
同
行
し
て
貰
う
。
竜
脈
の
調
査
は
≪
セ
カ
ン
ド

オ
ー
ナ
ー
≫
の
遠
阪
に
し
か
出
来
な
い
か
ら
だ
」

「
わ
か
っ
た
、
彼
に
明
日
、
柳
洞
寺
の
集
ま
る
よ
う
伝
え
て
お
こ
う
」

　
僕
は
、
協
会
を
後
に
し
た
。
そ
の
あ
と
、
ユ
ー
リ
と
ラ
ン
サ
ー
、
セ
イ
バ
ー
と

一
緒
に
嘔
吐
し
た
。
も
し
う
ま
く
聖
杯
を
破
壊
で
き
た
ら
、
ア
イ
リ
に
ち
ゃ
ん
と

運
転
免
許
証
を
取
ら
せ
よ
う
と
思
う
…

　　
綺
礼
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
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私
は
３
年
前
、
最
愛
の
妻
を
亡
く
し
た
。
そ
れ
か
ら
私
　
言
峰
綺
礼
は
ま
た

【
自
分
の
在
り
方
】
が
解
な
く
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
右
手
の
甲
に
令
呪
が
現
れ
、
父
の
紹
介
で
父
の
旧
友
の
息
子
で
盟
友

の
遠
坂
時
臣
氏
の
も
と
で
魔
術
鍛
練
し
て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
答
え
が
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
。

　
あ
る
日
、
師
に
呼
び
出
さ
れ
た
私
は
、
今
戦
争
の
参
加
者
の
資
料
だ
っ
た
。

魔
術
師
殺
し
の
衛
宮

メ
イ
ガ
ス
・
マ
ー
ダ
ー
　
　
エ
ミ
ヤ

『

』

　
彼
は
、
９
年
前
ア
イ
ン
ツ
ベ
ル
ン
へ
養
子
婿
と
し
て
迎
え
入
れ
た
と
書
か
れ
て

い
た
。

　
つ
ま
り
、
か
…
奴
は
こ
こ
で
答
え
を
見
つ
け
た
の
だ
。
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
、
今
日
や
つ
に
会
え
た
の
だ
。

「
こ
、
言
峰
綺
礼
…
」

「
衛
宮
切
嗣
…
貴
様
に
問
い
た
い
こ
と
が
あ
る
」

「
…
」

　
こ
の
ま
ま
、
奴
と
奴
の
娘
は
帰
っ
て
し
ま
う
。

「
貴
様
は
、
ア
イ
ン
ツ
ベ
ル
ン
へ
行
き
、
何
を
知
り
何
を
得
た
の
だ
!
答
え
ろ
!
衛

宮
切
嗣
!
」

「
家
族
だ
、
愛
す
る
べ
き
守
る
べ
き
家
族
え
た
」

　
な
ん
だ
と
、
そ
ん
な
…
私
は
崩
れ
落
ち
…
た
…

「
悪
い
が
僕
は
お
前
が
求
め
る
答
え
は
知
ら
な
い
」

　
車
の
ド
ア
が
閉
ま
る
音
が
響
く
の
と
一
緒
に
悲
鳴
が
響
く
。
少
し
答
え
を
獲

れ
た
よ
う
だ
。

　
Ｓ
Ｐ
．
今
日
の
麻
婆
豆
腐
は
い
つ
も
よ
り
美
味
か
っ
た
。

　
ギ
ル
ガ
メ
ッ
シ
ュ

「
お
の
れ
…
綺
礼
め
…
」

　
綺
礼

「
ど
う
し
た
、
ア
ー
チ
ャ
ー
?
ま
だ
残
っ
て
い
る
ぞ
（
麻
婆
豆
腐
が
）」

　
ギ
ル
ガ
メ
ッ
シ
ュ

我オ
レ

「

で
愉
悦
を
感
じ
る
で
な
い
‼
」

　
ギ
ル
ガ
メ
ッ
シ
ュ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

我オ
レ

　
綺
礼
が
愉
悦
を
理
解
し
た
。
だ
が
、
誰
か

を
タ
ス
ケ
テ
…
ク
レ
…
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※
ア
ー
チ
ャ
ー
の
舌
が
一
時
的
に
イ
カ
れ
ま
し
た
。

　
※
麻
婆
豆
腐
に
よ
り
慢
心
で
き
て
ま
せ
ん
。

　　
聖
杯
戦
争
１
夜
目
終
了
時
点

　
ア
サ
シ
ン
陣
営

　
ア
サ
シ
ン
９
０
人
中
１
名
脱
落

　　
聖
杯
戦
争
２
夜
目
終
了
時
点

　
セ
イ
バ
ー
陣
営

　
セ
イ
バ
ー
　
左
腕
負
傷
及
び
不
死
殺
し
の
呪
い

　黒
ブ
ラ
ッ
ク

ラ
ン
サ
ー
陣
営

　
ケ
イ
ネ
ス
　
令
呪
１
画
使
用

　赤
ロ
ー
ト

ラ
ン
サ
ー
陣
営

　
ユ
ー
リ
　
令
呪
４
画
獲
得

　　
ア
ー
チ
ャ
ー
陣
営

　
時
臣
　
令
呪
１
画
使
用

　
ア
ー
チ
ャ
ー
　
一
時
的
に
麻
婆
豆
腐
に
よ
り
味
覚
障
害
発
症

　　
キ
ャ
ス
タ
ー
陣
営
（
敗
退
）

　
龍
之
介
　
現
行
犯
逮
捕
に
よ
り
牢
屋

　
キ
ャ
ス
タ
ー
　
死
亡

　　
バ
ー
サ
ー
カ
ー
陣
営

　
雁
夜
　
バ
ー
サ
ー
カ
ー
暴
走
に
よ
り
一
時
魔
力
枯
渇
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６
話
　
大
空
洞

　　
ナ
レ
ー
タ
ー
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

　
早
朝
、
冬
木
教
会
に
３
匹
の
使
い
魔
が
来
て
い
た
。
一
匹
は
カ
ラ
ス
、
一
匹
は

鼠
、
一
匹
は
と
あ
る
狩
猟
ゲ
ー
ム
に
出
て
き
そ
う
な
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
だ
っ
た
。

「
よ
く
集
ま
っ
て
く
れ
た
、
聖
杯
戦
争
に
参
加
し
て
い
る
マ
ス
タ
ー
達
。
世
間
話

で
も
し
た
か
っ
た
が
誰
一
人
も
来
て
い
な
い
の
で
早
速
本
題
に
入
ら
せ
て
も
ら

お
う
」

　
３
匹
は
毛
繕
い
を
止
め
じ
っ
と
璃
正
の
方
を
見
る
。

「
今
聖
杯
戦
争
に
て
聖
杯
に
不
具
合
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
寄
っ
て
今

聖
杯
戦
争
は
一
時
中
止
と
す
る
。
翌
日
ま
た
こ
こ
に
集
ま
る
よ
う
に
。

　
質
問
を
受
付
よ
う
、
た
だ
し
人
語
を
喋
れ
る
も
の
に
限
る
が
ね
」

　
そ
の
ま
ま
３
匹
は
主
の
元
へ
帰
っ
て
い
っ
た
。

　　
ユ
ー
リ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

　
皆
様
１
話
ぶ
り
の
私
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
だ
‼

　
ま
あ
、
ま
ず
城
に
帰
っ
た
あ
と
セ
イ
バ
ー
の
左
腕
の
治
療
を
行
っ
た
。
包
帯
に

解
呪
と
治
癒
の
ル
ー
ン
刻
み
回
復
促
進
さ
せ
た
。
も
し
聖
杯
戦
争
が
再
開
さ
れ

た
ら
脱
落
の
可
能
性
が
１
番
高
い
の
は
セ
イ
バ
ー
陣
営
だ
。

　
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
次
の
日
に
な
っ
て
い
た
。

「
ふ
む
、
少
し
早
く
来
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
か
な
?
」

「
い
や
、
丁
度
だ
遠
坂
時
臣
」

「
そ
う
か
…
で
は
早
速
本
題
に
入
ろ
う
」

　
パ
パ
、
時
臣
さ
ん
、
私
と
い
う
順
番
で
柳
洞
寺
の
入
り
口
の
階
段
を
登
る
。
半

分
登
っ
た
所
で
時
臣
さ
ん
が
右
に
曲
が
り
森
へ
入
る
。

「
私
の
祖
父
と
父
上
が
残
し
た
資
料
に
は
聖
杯
の
汚
染
に
関
す
る
も
の
が
な
か
っ

た
」

「
そ
う
か
…
」

「
だ
が
、
竜
脈
に
少
し
お
か
し
な
所
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
二
次
と
三
次
の
前
と
後

に
録
っ
た
物
だ
」

　
二
次
と
三
次
の
前
は
聖
杯
戦
争
が
近
い
た
め
竜
脈
が
活
性
化
し
て
い
る
の
が
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わ
か
る
。
二
次
の
後
は
竜
脈
は
沈
静
化
し
て
大
聖
杯
に
竜
脈
が
流
れ
て
い
る
が

三
次
の
後
は
聖
杯
戦
争
が
終
わ
っ
た
は
ず
な
の
に
未
だ
に
活
性
化
し
て
い
る
事

が
わ
か
る
。

「
た
だ
、
私
の
持
つ
資
料
で
解
っ
た
の
は
、
聖
杯
に
不
具
合
事
く
ら
い
し
か
な
か
っ

た
」

　
泥
沼
を
越
え
円
蔵
山
の
中
、
地
下
大
空
洞
の
最
奥
に
着
い
た
。

「
聖
杯
戦
争
中
の
観
測
を
始
め
よ
う
」

　
そ
う
言
い
時
臣
さ
ん
は
正
方
形
に
打
た
れ
た
杭
に
羊
皮
紙
の
角
を
繋
ぎ
転
写

の
永
昌
を
始
め
る
。

Ａ
ｎ
ｆ
ａ
ｎ
ｇ

セ
ッ

ト

『Ｂ
ｅ
ａ
ｎ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｎ
　
Ｓ
ｉ
ｅ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｆ
ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ａ
ｂ
ｇ
ｅ
ｏ
ｒ
ｄ
ｎ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ

管

理

者

の

名

に

お

い

て

要

請

す

る

Ｂ
ｏ
ｄ
ｅ
ｎ
　
：
　
ｚ
ｕ
ｒ
　
Ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｍ
ｕ
ｎ
ｇ

地

か

ら

流

Ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｍ
ｕ
ｎ
ｇ
　
：
　
ｚ
ｕ
ｍ
　
Ｂ
ｌ
ｕ
ｔ

流

は

血

に

Ｂ
ｌ
ｕ
ｔ
　
：
　
ｚ
ｕ
ｍ
　
Ｐ
ｅ
ｒ
ｇ
ａ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

血

を

皮

に

Ａ
ｂ
ｓ
ｃ
ｂ
ｒ
ｉ
ｆ
ｔ

転

写

』

　
永
昌
が
終
わ
る
の
と
同
時
に
小
さ
な
宝
石
を
１
つ
羊
皮
紙
の
上
に
落
と
す
。

す
る
と
羊
皮
紙
が
燃
え
上
が
り
、
星
の
よ
う
な
形
に
焦
げ
て
ゆ
く
。

　
大
聖
杯
、
円
蔵
山
の
回
り
だ
け
焼
け
落
ち
て
し
ま
っ
た
。

「
な
…
何
…
⁉
見
た
こ
と
の
な
い
…
あ
り
得
ｎ
…
「
避
け
よ
、
時
臣
!
」
⁉
」

　
ア
ー
チ
ャ
ー
の
聞
こ
え
る
と
共
に
時
臣
さ
ん
の
鼻
の
前
を
赤
黒
い
閃
光
が

通
っ
て
い
く
。

「「
バ
ー
サ
ー
カ
ー
か
‼
」」

「
ト
キ
オ
ミ
ィ
ィ
…
」

「
■
■
■
■
■
■
■

!!!!!!
」

狂
戦
士

バ
ー
サ
ー
カ
ー

　
黒
い
靄
が
か
か
っ
た
黒
い
騎
士
　
　

と
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